
令和６年度福島県農業総合センター農業短期大学校学校評価表

経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(1) 教育内容の充実 教育計画検討
委員会

① 次年度に向けた新カリキュラムを完成させる
社会の要請や学生の実態に応じた、教育内容の
弾力的な改善を図る。
〔目　標〕
○すべての科目について、履修学年、開講時
期、担当講師等を見直し、教育の改善・充実を
図り、カリキュラムを完成させる。

後期の教育計画について話し合いを持った。
カリキュラム改訂ための委員会を今後実施して
いく。

Ｂ

次年度の教育計画に向けて、すべての科目につ
いて、履修学年、開講時期、担当講師等を見直
し、教育の改善・充実を図る。

教育計画検討
委員会

② 学校アンケートに基づいた講義内容の改善
講義演習、実験、実習への理解度、満足度をア
ンケートにより把握し内容の改善に努める。

学校評価アンケートに基づき、今年度外部講師
を９名入れ替えた。

Ｂ

外部講師だけではなく、内部の先生方の授業も
実施する必要がある。

(2) 各種免許、資格取得の推進 資格対策
委員会

① 合格率向上を目指した資格指導の実施
指導内容の充実に努めるとともに、学生の知
識・技術の定着状況に応じて、補講等の支援を
随時実施する。また、農業の担い手として有用
な資格を検討し受験につなげる。

〔目標合格率〕※( )は前年度
○大型特殊免許取得率　： 95% (94.1%)
○けん引免許取得率　　： 95% (92.9%)
○毒物劇物取扱者      ： 30% (16.7%)
○簿記取得率        　： 40% (27.3%)
○人工授精師免許　 　 ：100% (100%)

毒物劇物取扱者　受験者数30名のうち５名合格
日商簿記３級　　受験者数11名のうち３名合格

○その他　ＪＧＡＰ指導員資格
　就農予定の学生を中心に20名が研修会を受
講、資格試験を受験し、全員合格した。

Ｂ

・毒物劇物取扱者資格
　合格率向上に向けて、学習方法に工夫
が必要である。
・家畜人工授精師免許
　本県の家畜の改良増殖を促進するた
め、一般受講者とともに法に基づいた免
許の取得を奨励する。
・ＪＧＡＰ指導員資格
　指導員資格取得には２日間の研修受講
や参加費約４万円と負担が大きいもの
の、就農にあたっては即戦力となるスキ
ルである。また、将来にわたり業務を組
織的かつ体系化して改善を図るために極
めて有効な手法を学ぶ学習内容であるこ
とから、就農や農業関連企業を希望する
学生には引き続き受講を促したい。
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【視点１】
　農業を取り巻く環境は時代の進展
とともに急速に変化し、また、学生
の農業に対する意識や捉え方、農業
分野における進路選択の幅も多岐に
わたり、多様化が進んでいる。
　しかし、農業の担い手として身に
付けさせるべき基礎・基本は着実に
習得させるとともに、各農業分野に
おける諸課題に即戦力として対応で
きるよう質の高い先進的な教育を実
践していく必要がある。
　そのためには、指導に当たる教職
員の指導力の向上はもちろん、施
設・設備を含む教育環境の充実に取
り組むことも重要である。

　

重点
目標

現状と課題 評価項目 主担当 具体的方策及び評価指標
自己評価
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令和６年度福島県農業総合センター農業短期大学校学校評価表

経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(3) 学生の主体的な取組による
ＧＡＰ等の定着

ＧＡＰ推進運
営委員会

① ＧＡＰを実践できる人材育成
〔ＧＡＰ学習〕８回
○基礎講座:2回
○実践学習:2回
○演習（リスク評価）:2回
○模擬審査:1回
○研修会の開催:1回
○ＧＡＰ審査の受検

〔ＧＡＰ活動〕
○学生のＪＧＡＰ指導員資格取得
○三重農業大学校ＧＡＰ交流

○講座名「GAP概論」を以下の内容で実施し
た。
１　GAPの概要
　GAPの基本理念、福島県内におけるGAPの推進
状況について、講義を通じて学んだ。
　また、ふくしまGAPの国際水準への引き上げ
について概要を学んだ。
２　外部講師により、GAP指導員資格講習に準
じた内容を、講義・演習を通じて習得した。
３　GAP事例研究
　農業短期大学校でGAP認証を取得している水
田経営学科、野菜経営学科、果樹経営学科の農
場現場において、GAPの実施状況を学んだ。
○三重県農業大学校とのGAP・学生交流を実施
した。（9月19日～21日、派遣学生5名、場所：
三重県農業大学校）

Ｂ

○講座の開講時期、内容、担当講師等を見直
し、教育の改善・充実を図る。
○三重県農業大学校との交流は、今後も継続す
る。次年度は本校を会場にして実施予定であ
る。
○情報発信については、機会を捉えて継続して
実施する。

② 農場運営を通したＧＡＰの実践
○定期的な農場評価の実施
○自己点検と見直しの実施：1回/年以上
○学生による帳票類の記帳

○JGAP認証維持審査を、11/8～11/9に受審し
た。審査にあたっては、自己点検、校内模擬審
査（10/4）を実施するとともに、学生には審査
立ち会い、審査補助を体験させた。

Ｂ

○学生には通常の農場実習のなかで、GAPを実
践するように引き続き指導していく。

(4) スマート農業の推進 ｽﾏｰﾄ農業推進
委員会

① 講義や実習の導入
○ICTの基本及スマート農業に関する講座実
習:1回
○先進地事例調査及び研修:1回
○分娩監視システムの活用による分娩管理実
習:9回
○スマートアシストの実践

○講座名「スマート農業実践」を以下の内容で
実施した。
　１　スマート農業の基礎知識、導入事例、環
境保全型農業での活用事例などについて講義を
通じて学んだ。講義3回（本校職員×1、福島大
学教員×2）
　２　農業機械メーカーの指導によるスマート
農機の操作演習を行った。
○分娩監視システムの活用による
  分娩管理実習:10回

Ｂ

○講座の開講時期、内容、担当講師等を見直
し、教育の改善・充実を図る。

② 研修による技術習得
技術習得のため、外部講師等を積極的に活用し
ながら研修会を開催する。

〔実　績〕
○外部講師による研修会実施
○施設利用による研修会の受入
○職員研修の実施

○外部講師による研修会実施（2回：7/10、
9/20）
　NOSAI福島の獣医師や畜産研究所の研究員を
講師に迎え、超音波診断技術にかかる研修会を
開催した。

Ｂ

・外部講師によるスマート農業の研修（講義、
実演）を継続して実施し、技術を習得させる必
要がある。

【視点２】
　農業高校出身の学生は毎年一定程
度入校しているが、近年は他校種、
また、非農家出身の学生が多く、入
学時の農業に関する知識や技術に大
きな格差が見られるのが実情であ
る。
　このため、１学年では早期の段階
から学生個々の能力に応じた指導に
より、農業の基礎・基本の着実な定
着を図る必要がある。さらに、２学
年においてはより高度な教育を展開
し、専門的な知識と技術を習得さ
せ、農業における課題解決能力や実
践力を身に付けさせる必要がある。

現状と課題
重点
目標

自己評価
評価項目 主担当 具体的方策及び評価指標
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令和６年度福島県農業総合センター農業短期大学校学校評価表

経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(5) 農業経営力の育成 直売実習
実施委員会

各経営学科

① 販売実習によるコミュニケーション力の養成
農業経営者（社会人）として必要とされる能力
(社会性・指導性)を養成する。
〔目　標〕
○品目別販売計画の作成
○農産物直売施設（ｱｸﾞﾘﾊｳｽ万菜）の有効活用
○「直売実習」開催：年６回
○関係機関が企画するイベント等への出展
○矢吹マルシェ他、近隣町村に所在する施設に
おける販売実習の実践

○直売実習：６/16、７/20、８/9、９/20、
11/1、11/22　計６回開催
○農業総合センターにおける農産物販売　9/1
郡山
○三重農大における農産物販売　9/20　松坂市
○ＪＡ農産物直売所（白河市）などで販売を実
施

Ｂ

○次年度の直売実習開催計画、イベント参加計
画、近隣販売実習計画の策定

② 経営研修等の開催
○先進地農家留学研修（1学年）
○優れた個別経営体及び農業法人等経営視察研
修
○経営シミュレーションの実践（卒業論文）

○第１～６回までの直売実習での販売額118.2
万円
(水田32.9万円、野菜35.2万円、果樹20.2万
円、花き29.9万円）
○品目別の販売計画を作成して栽培管理、収
穫・調整作業等指導した。 Ｂ

○直売実習委員会による次年度開催計画の策定

(6) 教職員の指導力の向上 教務管理
各経営学科
研修部

① 指導力向上に関する研修機会の確保
〔実施回数〕年２回
○指導力向上に関する研修会の実施及び参加
　・関係する学校への見学等
○発達障害に関する勉強会の開催
　・校内外からの専門家による勉強会への参加

○先進農家等留学研修
1学年生59名を前期・後期の２班に分けて実
施。前期研修・後期研修ともに計画どおり実施
した(前期：受入21戸29名、後期：受入18戸30
名)。

Ｂ

・先進農家等留学研修は、本校教育の特色の一
事項として特記されるものであることから、次
年度も受入農家の理解と協力を得て研修を円滑
に実施することとしたい。

② 高校教育に関する実態把握
公開授業、学習活動等の発表会へ参加し、高校
教育の実態を把握するとともに、大学校での学
習指導に活かす。
○公開授業への参加
○課題研究発表会への参加

水田経営学科　県内研修３回、県外研修１回、
企画研修１３回
野菜経営学科　県内研修２回、県外研修１回、
企画研修６回
果樹経営学科　県外研修１回、県内研修２回
　　　　　　　企画研修３回
花き経営学科　県内研修３回,県外研修２回、
企画研修２回
畜産経営学科　県内研修10回、県外研修１回、
企画研修９回 Ｂ

・本校ＯＢをはじめ県内農業者から寄せ
られる期待が大きく、学生の研修を受け
入れていただいている。

【視点３】
　学校や寮生活等の集団生活の中で
培われる規範意識は、卒業後の社会
生活において重要となる。これは、
同じ志を持つ仲間とのつながりを大
切にする心の教育であり、社会生活
の中で他者と協調する力にもなる。
　農業経営力の育成には、知識や経
験も必要であるが、その他に社会の
一員として必要なコミュニケーショ
ン力も重要である。販売実習や卒業
論文の作成、発表等、様々人達との
交流や他者の意見や考えに触れ、そ
れを尊重することが個人の資質を高
める活動となる。
　農業経営力の養成には、良い農業
人（産業人）の育成という共通理解
のもと、適切に学生指導にあたり、
学生にとって望ましい成長を支援し
ていく必要がある。

現状と課題
重点
目標

評価項目 主担当 具体的方策及び評価指標
自己評価
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経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(7) 地元大学等との連携推進 教務管理
各経営学科

① 福島大学食農学類との連携
福島県と食農学類との協定を踏まえ、相互の支
援、交流等による連携を推進する。
○大学教員による講義
○卒業論文発表会での指導・講評
○大学校運営会議で学校運営に係わる助言
○学生の実習等の受入による支援
○学生間の交流

授業の組み立て方の講習会、発達障害に関する
講習会を実施した。

Ｂ

高校の公開授業や学習活動の場へ参加し、より
良い学習指導の一助とする。

① 学生指導における共通理解と指導
○定期的な学生指導委員会の開催
○学生指導に関する情報共有
○給食委員会の開催

② 学生寮における生活指導と生活環境の改善
○学生寮の巡回
○学生寮の改善
○自治会、寮自治会との意見交換の実施
○新寮の使用方法等の検討

農業高校の学習活動に参加し、高校教育の実態
を把握することが出来た。
・意見研究発表会大会審査員（教務管理）
・福島県農業高等学校同窓連盟総会参加（校
長、教務管理）
・福島県高等学校長協会農業部会総会並びに研
究協議会参加（校長、教務管理）

Ｂ

今後も高校との連携を深め、高校教育の実態を
把握するとともに本校教育の充実に努める。

○卒業論文発表会での指導・講評（12/15）

Ｂ

次年度における福島大学食農学類との連携（ス
マート農業の講義等）について、検討する。

学生の問題発生に応じて学生指導委員会を実施
している。

Ｂ

今後も情報共有並びに学生に対する指導方策等
の共通認識醸成の場として開催し、適時適切に
学生指導を実施する。

・学生生活上の問題行為・問題事象が発生すれ
ば、直ちに学生所属の経営学科と共有して指導
を行った。
・巡回を実施し、喫煙に関する指導を徹底して
行った。 Ｂ

学生自治会・寮自治会を通した教育を実践し、
自治活動の本旨理解向上並びに寮生活環境改善
のための支援指導を継続する。

重点
目標

現状と課題 評価項目 主担当 具体的方策及び評価指標

(8) 学生指導の改善 学生指導委員会
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